
学校番号 1006 

令和３年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 古典Ｂ 単位数 ３単位 年次 ２年次 

使用教科書 「精選 古典Ｂ 改訂版」（大修館書店） 

副教材等 「改訂版 よむナビ 古典２ 必修編」（いいずな書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

古文と漢文を読解する能力を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え方を深くし、古典について

の理解や関心を深めることによって人生を豊かにする態度を身につけてほしい。 

そのため、高校生が身につけるべき教養として必要な古典作品にふれ、豊かな言語文化について学

ぶことを楽しいと感じ、主体的に取り組める授業を工夫します。 

 

２ 学習の到達目標 

古文と漢文を読解する能力を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え方を広くし、古典について

の理解や関心を深めることによって人生を豊かにする態度を育てる。 

古典を理解し鑑賞するための基本的な古典文法や漢文句法をしっかりと身につけさせ、卒業後も古

典を紐解くことのできる力を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 ｄ:読む能力 ｅ:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う力を進ん

で高めるとともに、言語文

化に対する関心を深め、国

語を尊重してその向上を

図ろうとする。 

古典を読んで思想や感情など

を的確に読み取ったり、その価

値を考察したり、目的に応じて

幅広く読んだりして、自分の考

えを深め、発展させている。 

伝統的な言語文化及び言葉の

特徴やきまり、漢字などにつ

いて理解し、知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

・行動の観察 

・記述の点検 

（ノート、ワークシート

等） 

・学習活動における発言内容や

態度 

・ノート，プリント，ワークシ

ート 

・定期考査 

・行動の観察 

・記述の確認 

（ノート、ワークシート等） 

・定期考査 

・小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a d ｅ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
学
期 

一
学
期 

一
学
期 

説
話 

『十訓抄』 

「大江山いくのの道」 

・和歌についての知識を確認す

る。 

・音読をして、登場人物の言動

や心情を読み取る。 

・和泉式部、小式部内侍、藤原

定頼についての歴史的事実を

調べ、理解する。 

○ ○ ◎ a:説話の多様な表現方法につい

て理解しようとしている。 

d:登場人物の行動を理解しよう

としている。 

e:文法や和歌の修辞、表現を的

確に理解し、作者の心情を理

解しようとしている。 

ａ：行動の観察

及び記述の

点検 

d：記述の確認

及び定期考

査 

e：小テスト及

び定期考査 

 
 

 

漢
文 

故事成語「塞翁馬」 

・用いられている語句の意味、

用法を理解する。 

・故事成語を知り、構成や展開

に即して的確にとらえる。 

○ ○ ◎ a:我が国の言語文化は、中国を

はじめとする外国の文化の受

容とその変容を繰り返しつつ

築かれてきたことに気付こう

としている。 

d:文章の組立てや骨組みを的確

に捉えている。 

e:漢文を読むことに役立つ、訓

読のきまりを身に付けてい

る。 

ａ：行動の観察

及び記述の

点検 

d：記述の確認

及び定期考

査 

e：小テスト及

び定期考査 

随
筆 

『徒然草』 

「世に語り伝ふること」 

・徒然草についての知識を確認

する。 

・音読をして、筆者の意見や心

情を読み取る。 

・筆者のものの見方、鋭さ、面白

さを理解する。 

 

◎ ○ ○ a:意見や心情のおもしろさを読

み取ろうとしている。 

d:筆者の感じ方、考え方を理解

している。 

e:助動詞・反語・敬語など文法

を理解している。 

ａ：行動の観察

及び記述の

点検 

d：記述の確認

及び定期考

査 

e：小テスト及

び定期考査 

 
 

 

漢
文 

『史記』「沛公項王に見ゆ」 

・『史記』に描かれた漢楚の興亡

の史実と豊かな表現を読み味

わう。 

・用いられている語句の意味、

用法及び文の構造を理解す

る。 

・内容や人物関係を構成や展開

に即して的確にとらえる。 

◎ ○ ○ a:紀伝体による 『史記』に描か

れた漢楚の興亡や、作者である

司馬遷について興味を持とうと

している。 

d：項羽や劉邦の人物像や、行動

を理解しようとしている。 

e：使役・受身といった句法に留

意し内容を理解しようとして

いる。 

ａ：行動の観察

及び記述の

点検 

d：記述の確認

及び定期考

査 

e：小テスト及

び定期考査 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
学
期 

二
学
期 

随
筆 

『方丈記』「安元の大火」 

・中世の随筆を読み、古人の思

索と無常観を理解する。 

○ ◎ ○ a:文章に描かれている人物の心

情を表現に即して読み、異なる

立場から読み深めようとしてい

る。 

d:文章に描かれている人物の心

情を表現に即して読み、異なる

立場から読み深めている。 

e:古文を読むことに役立つ、文

語のきまりを身に付けている。 

ａ：行動の観察

及び記述の

点検 

d：記述の確認

及び定期考

査 

e：小テスト及

び定期考査 

 
 

 

漢
文 

『史記』 

「樊噲目を瞋らして項王を視る」 

・『史記』に描かれた漢楚の興亡

の史実と豊かな表現を読み味

わう。 

・用いられている語句の意味、

用法及び文の構造を理解す

る。 

・内容や人物関係を構成や展開

に即して的確にとらえる。 

◎ ○ ○ a:紀伝体による 『史記』に描か

れた漢楚の興亡や、作者である

司馬遷について興味を持とうと

している。 

d：項羽や劉邦の人物像や、行動

を理解しようとしている。 

e：疑問・抑揚といった句法に留

意し内容を理解しようとして

いる。 

ａ：行動の観察

及び記述の

点検 

d：記述の確認

及び定期考

査 

e：小テスト及

び定期考査 

歴
史
物
語 

『大鏡』「競べ弓」 

・歴史物語を読み、人物の思想

や感情を的確にとらえる。 

・古典に用いられている語句の

意味、用法及び文の構造を理

解する。 

・登場人物の人間関係を正確に

把握する。 

・古典を読んで、人間、社会、自

然などに対する思想や感情を

的確に捉え、ものの見方、感じ

方、考え方を豊かにする。 

・わが国の文化の特質や、作品

の価値について考察する。 

○ ◎ ○ a:歴史物語としての『大鏡』の描か

れ方に興味をもとうとしている。 

d:登場人物の人物像、思惑や言

動を読み取ろうとしている。 

e：古典に用いられている語句の意

味、用法及び文の構造を理解し

ようとしている。 

 

ａ：行動の観察

及び記述の

点検 

d：記述の確認

及び定期考

査 

e：小テスト及

び定期考査 
 

 
 

漢
文 

『史記』「四面皆楚歌す」 

・『史記』に描かれた漢楚の興亡

の史実と豊かな表現を読み味

わう。 

・用いられている語句の意味、

用法及び文の構造を理解す

る。 

・内容や人物関係を構成や展開

に即して的確にとらえる。 

◎ ○ ○ a:紀伝体による 『史記』に描か

れた漢楚の興亡や、作者である

司馬遷について興味を持とうと

している。 

d：項羽や劉邦の人物像や、行動

を理解しようとしている。 

e：反語・詠嘆といった句法に留

意し内容を理解しようとして

いる。 

ａ：行動の観察

及び記述の

点検 

d：記述の確認

及び定期考

査 

e：小テスト及

び定期考査 



漢 

詩 

唐詩の世界 

 「秋浦歌」李白 

「江南春」杜牧 

「月夜」杜甫 

「将東遊題壁」月性 

・詩にうたわれた情景や作者の

心情を詠み味わう。 

◎ ○ ○ a: 人物、情景、心情などを、ど

のように書き手が描いている

のかをとらえ、言葉の美しさ

や深さに気づこうとしてい

る。 

ｄ：人物、情景、心情などをど

のように書き手が描いている

のかをとらえ、言葉の美しさ

や深さに気づいている。 

e：文章の形態や文体のちがいに

よる特色について理解してい

る。 

ａ：行動の観察

及び記述の

点検 

d：記述の確認

及び定期考

査 

e：小テスト及

び定期考査 

三
学
期 

三
学
期 

物
語 

『源氏物語』「桐壺」「若紫」 

・『源氏物語』という優れた古典

作品を読み味わうことの喜びと

楽しみを体験させる。 

・登場人物の人物関係を整理

し、理解する。 

・優れた現代語訳も紹介する

が、自分でも重要な語句や表

現について調べ、助詞助動

詞、敬語にも注意して訳す。 

・『源氏物語』について調べる。 

◎ ○ ○ a:『源氏物語』という優れた古典作

品に興味をもとうとしている。 

d:登場人物の人間関係を理解し

ようとしている。 

e:作者である紫式部や文学史、

敬語や文法を理解しようとし

ている。 

ａ：行動の観察

及び記述の

点検 

d：記述の確認

及び定期考

査 

e：小テスト及

び定期考査 

漢
文 

『論語』「過猶不及」 

「行不由径」 

『孟子』「不忍人之心」 

「何必曰利」 

・漢文における思想を理解す

る。 

○ ◎ ○ a:考えの進め方や、情景や心情

の推移など、文章の筋道を的確

に捉えようとしている。 

d:考えの進め方や、情景や心情

の推移など、文章の筋道を的確

にとらえている。 

e:漢文を読むことに役立つ、訓

読のきまりを身に付けている 

ａ：行動の観察

及び記述の

点検 

d：記述の確認

及び定期考

査 

e：小テスト及

び定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   ｄ:読む能力  ｅ:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


